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失語症は「話す」ことが障害されるイメージが強いかもしれないけど、実際は言語に関する様々な症

状が出るんだよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言語機能、運動や感覚、記憶など人間が持つ高度な機能は大脳が担当しているんだ。右利きの人

のほとんどが、左脳に言葉を操るために大事な脳部位があるんだよ。 
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失語症の言語症状について、「聞く」「話す」「読む」「書く」の４つの機能に分けて見ていくよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たとえば、幼児や小児などでは、単語や文法自体の知識が少ない状態なので、失語症の症状なの

か、学習段階の過程によるものなのかを見極めることが重要だよ。 

失語症によるものなのか、単語や文法の知識が乏しいことによるものかは、「話す」「読む」「書く」でも

確認がいるよ。 



 入門講座４ダウンロード版資料 

4                  Ⓒ京都市高次脳機能障害者支援センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「文法を理解できない」の例として、「△△に〇〇で触ってください」の場合、聞いた単語の順番に理

解してしまうことが多く、△△と〇〇が逆になってしまう場合があるよ。また、「可能性がないというわけ

でもない」などの二重否定も失語症の方にとっては難しいよ。 
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喚語困難の場合、はじめの音（ここでは「み」）を言ってあげると出てくることがある。錯語は、「みかん」

を「りんご」のように、似ているカテゴリーでの誤りと、「みさん」のように音の誤りの場合があるよ。音の

誤りがひどいと「きねさ」のように、聞いても推測できないことも。違う言葉を言ったとしても、聞き手は

無理に訂正せず、さりげなく確認する程度に留めておけるといいね。 

『話す』の症状の場合、同じ言葉でも言える時、言えない時があるよ。言葉がうまく出なくても、相づち

や感情表現、歌の歌詞などは比較的出やすいということも知っておくといいよ。 
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言葉だけでなく、同時に絵や文字があるとより理解しやすい。 
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保続が出た場合は、少し休憩を入れたり、様子をみながら話題を変えてみるとおさまることがあるよ。 
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日本語の場合、ひらがな、カタカナ（表音文字）と漢字（表意文字）の読み書きは、別々に障害される

よ。 
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症状が軽い人の場合は、文章を書くことはできても難しい漢字が思い出せない、助詞の誤り、濁音や

拗音が抜けること（例えば「ぶどう」を「ふとう」）などがあるよ。 

対処法の「音のヒントを出す」は、例えば「りんご」と書く時に、「り」と音のヒントを出すといいよ。また、「

鉛筆」と書くのに、「筆」が出ない場合は、「ふで、という字ですよ」と別の読み方を伝えると、書けること

があるよ。 
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数字に関しては、失語症の方が話した内容を書き示して確認したり、こちらから伝える時はメモを渡

す方がいいね。計算以外でも、数に関して道具で代用できることは、どんどん道具を活用する方が

いいよ。（スライド 30 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視野障害は、人それぞれ見えにくい場所が違うんだ。例えば、右側が見えにくい人は、なるべく左側

に対象物がくるように立つ（座る）などの工夫をするといいよ。また、その人にとって対象物を捉えや

すい位置に、しっかりと首や体を動かして見る習慣を身につけることも大切だよ。 
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「会話ノート」を活用することで、失語症の方との会話が広がり、その方をよく知るきっかけにもなるの

で参考にしてみてね。 
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丁寧な対応を、ということで敬語を使うことがあるかもしれないけど、失語症の方にとっては、敬語は

逆にわかりにくいことがあるよ。 

例えば、「〇〇を召しあがられますか？」よりは、「〇〇を食べますか？」の方がわかりやすいよ。 
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地図や写真があると、場所の確認や旅行の話題に便利。食べ物の話題には、メニュー表。日付や時

間の確認には、カレンダーやスマートフォン。体調や感情などの度合いを知るために、スケールを作

成して指で示してもらうのもいいね。写真や絵、新聞やチラシなどもコミュニケーションを助ける道具

になるよ。 
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京都府言語聴覚士会 http://www.rst.kyoto.jp/ 

京都府言語聴覚士会のホームページに、失語症応援ガイドブックが掲載されてるよ。 

ガイドマップの中には、失語症の当事者の会の連絡先などが紹介されてるので参考にしてみてね。 

また、京都市地域リハビリテーション推進センターでは、失語症に関する相談もしているよ。 

「失語症のある方の相談事業」 「おはなし広場」 


